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はじめに︓この成果物の位置づけと開発の経緯

DX推進の肝となるkintone⼈材育成において、「誰に・どこまでのスキルを・どのように学んでもらうの
か︖」「学んだだけで終わらせないためには何をすべきか︖」は⼤きなテーマです。

そこで、この資料では以下のように考えている企業・チームの⽅向けに「kintone学習ルートマップ」と
「kintone⼈材育成ロードマップ」を紹介しています。
• kintone業務システムを活⽤するために最低限のkintoneスキルを⾝につけてもらいたい
• kintoneでさらに業務改善を進めるためにkintoneを使った業務改善スキルを⾝につけてもらいたい
• そのようなkintone学習において、スキルレベルの定義と学習コンテンツを知りたい

ぜひご活⽤いただき、kintone⼈材育成やさらなるkintone活⽤にお役⽴てください。

※ この資料は2023年 EPC初⼼者教育分科会の活動として制作しました。



• DX推進や業務改善のツールとして
kintoneの可能性を感じkintoneで
試⾏錯誤する⼈材

• kintoneの特性を理解し業務システ
ムを構築できるスキル

• プロジェクトマネジメントやシス
テム連携などITに関するスキル

• kintoneによって構築された業務シ
ステムを現場で利⽤するユーザー

• kintoneの基本的な操作⽅法や、容
易に変更可能であることの理解

• kintone利⽤における、社内ルール
の理解(他ツールとの使い分け、セ
キュリティ区分、など)

• ⾃らの業務に対して業務改善の意
志があり、実践の中で学べる⼈材

• 業務知識・業務プロセスを理解し、
それをkintone機能と紐付けること
ができるスキル

• 関係者と⼀緒に業務改善を推進す
ることができるスキル

kintone活⽤フェーズと、必要となる⼈材・スキルの変化
kintone⼈材育成は活⽤フェーズによって必要となる⼈材・スキルが変化するため、⼈材育成の課題も変
化します。

求められるレベルが⾼い

求められる範囲が広い

現業とのバランス

⼈材育成の⽅針が⾒えない

学習モチベーションの維持

学習達成度が⾒えない

kintone導⼊・初期構築 業務システムの展開 kintone利⽤業務の拡⼤
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今回の資料のスコープ



kintone⼈材育成における登場⼈物

kintone導⼊企業においては、様々な部署・様々のレベルでkintone⼈材育成が必要になります。

現場チーム

導⼊対象チームA

導⼊対象チームB

勉強会
(kintoneの勉強会)

業務改善チーム
(kintoneなどを活⽤し、
業務改善を推進するチーム)

最低限の知識

最低限の知識

実践と伴⾛

マネージャー

メンバー マネージャー

メンバー

マネージャー

メンバー

さらにステップアップ



現業が優先になって学習が進まない

学習モチベーションが維持できない

学習にどこまで時間を
かけて良いのか分からない

kintone⼈材育成の課題整理

導⼊時期に求められる
スキルレベルが⾼く範囲は広い

先駆者としての覚悟と熱量を
維持し続けなければいけない

誰にどこまで学
習してもらうの
か決めきれない

何を⽬標に学習すれば
よいのか分からない

勉強しても評価されないの
ではないかと⾔う不安

学習が業務にどのように
役⽴つのかが分からない

学習⽬標とその達成度が
⾒えない・分からない

スキルが⾝につ
いたのかが客観
的に分からない

学習が本当に業務に
役に⽴つのか不安

kintone導⼊・初期構築 業務システムの展開 kintone利⽤業務の拡⼤
今回の資料のスコープ

kintone⼈材育成における課題は、その⽴場・役割によって様々ですが2つに整理できます。

活⽤
フェーズ

⼈材育成
の課題

どの程度
のスキル
が必要な
のか分か
らない

1 業務改善チーム

2 現場チームのマネージャー

3 現場チームのメンバー
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kintone⼈材育成の勘所
「現場主体」「継続的」な業務改善のためには、「学習ルートマップ」「学びと実践」が重要なポイントです。

学習が業務にどのように
役⽴つのかが分からない

学習⽬標とその達成度が
⾒えない・分からない

学習ルートマップの策定
• kintoneのスキルレベルを定義し、レベル

アップに必要な学習コンテンツを⽤意する
• マネージャーとメンバーがkintoneスキルレ

ベルを共通認識とし、学習計画を⽴てる
• 「全員が最上位レベルを⽬指す」のではな

く、「適材適レベル」で考える

学びと実践を繰り返す
• 「業務システムを効率的に利⽤する」ため

kintoneの最低限の知識を⾝につけてもらう
• kintone業務改善に興味がある⼈に、さらな

る学習⽀援と業務改善の実践をしてもらう
• kintone学習と業務改善の実践をつなげ、継

続的に繰り返す環境を整える

kintone⼈材育成ロードマップ



kintone認定 アソシエイト

今回の資料における⼈材育成の範囲

kintoneスキルレベルの全体像
学習ルートマップを策定するためのkintoneスキルレベルを定義します。スキルレベルはLv.1からLv.4の4
段階で定義し、システム管理は除外しています。

Lv.1

Lv.2

Lv.3

kintone認定 アプリデザイン
スペシャリスト

Lv.4

kintone
システム管理者

Cybozu.com
共通管理

段階的な
学習ステッ
プ

kintone
未経験者

システム管
理は対象外



kintoneスキルレベルの定義
「ユーザーとしてkintoneを利⽤できる」Lv.1から「kintoneで業務システムを開発できる」Lv.4までを定
義しています。

kintone
未経験者

Lv.1

Lv.2

Lv.3

Lv.4

スキルレベル

kintone未経験者

ユーザーとしてkintoneを利⽤で
きる

kintoneのアプリ管理や設定⽅法
などを理解して、ルールに沿って
アプリの変更ができる

⼀定の⽀援の中でkintoneアプリ
の開発や改修をすることができる

kintoneの活⽤範囲を広げるため、
業務システムを開発することがで
きる

概要

kintoneアカウントを持っておらず、kintoneの知識や経験がない⼈。

kintoneで構築された業務システムをユーザーとして利⽤する⼈。kintoneの特徴や最低限
の機能を理解しており、kintoneへのログイン、通知の確認、レコードの追加、レコード
コメントなどを実施することができる。

既存のkintoneアプリを運⽤保守の⼀環として編集をできる⼈。アプリのフィールド追
加・設定変更、⼀覧やグラフの追加・編集、組織変更に伴うアクセス権の設定変更などを
マニュアルやヘルプを⾒ながら実施することができる。

業務改善の⼿段としてkintoneアプリを開発することができる⼈。⾃分が関わる業務につ
いてkintoneで業務改善が実現できそうだと気づくことができ、⼀定の⽀援を受けながら
実際にkintoneアプリを構築することができる。

業務改善の企画からkintoneアプリの開発・展開などを推進できる⼈。すでに存在する
kintoneアプリや他システムとの連携を通して部署をまたぐ仕組みを構築したり、他者が
開発したkintoneアプリをレビューしたり、kintone⼈材の育成を担うことができる。

⼈物像・活動イメージ



kintone⼈材育成ロードマップ(芋づる式収穫祭モデル)

kintone⼈材育成ロードマップは、「学習ルートマップ」と「学びと実践」を実現するための全体像です。

kintone⼈材育成の
対象者を把握する
⼟壌を確認する

最低限のkintoneスキル
を⾝につけてもらう
⼟壌を整える

⾃発的な⼈を
⽀援・育成する
⽔・肥料を与える

kintone業務改善できる
⼈が増える

芋づる式に収穫する

kintone⼈材育成ロードマップ
(芋づる式収穫祭モデル)

①⽬的設定

②学習ルートマップ ③実践と伴⾛

新たな業務改善が起きる(新しい⼟壌がみつかる)

どこまで育成するか
が明確になる (どの
⼟壌を整えればよい
か分かる)

業務改善の経験を積
む(芋が育つ)

kintoneを教える⼈が
増える (⼟壌を整えや
すくなる)

kintone導⼊・
業務システム構築

kintone業務改善に興
味がある⼈を⾒つけ
る(⼟壌の状態を観察
する)



① ⽬的設定

kintoneガバナンスガイドラインより

現場主体・継続的な業務改善を進めるためには企業のkintone戦略ひいては全社IT戦略に基づ
き、kintone⼈材育成の⽬的を設定します。



kintone⼈材育成の⽬的設定では育成対象を把握することが重要です。まずはkintoneで構築し
た業務システムの導⼊対象チームに対して以下の3つのポイントを意識して進めます。

裾野を広げる
まずはkintone業務システムを
効率的に利⽤できるように、
kintone⽤語や最低限の機能の
理解を⽬指す。そうすることで
kintoneへの抵抗感を⼩さくし、
kintoneユーザーの⺟数を増や
すことができる。

⾵⼟醸成と捉える
kintoneスキルを「業務システ
ムを扱うための個別のスキル」
ではなく「ITリテラシーの底上
げ」として位置づける。そのた
めに、kintone⼈材育成を個々
の業務システムの投資として位
置づけない。

全員⼀律にしない
kintoneは⾃分で業務改善がで
きるツールであるが、社員全員
を⼀律にkintone開発⼈材にす
ることは⽬指さない。本⼈の特
性や⾃発性を活かして学習⽬標
を設定する。

① ⽬的設定のポイント



① ⽬的設定の実践

従来の⼈材育成
計画以外の業務改善が起きず、スピードが出ない

kintone⼈材育成ロードマップ策定においては、従来の⼈材育成のように育成⽬標⼈数や業務改善効果を
予め決めてしまうのではなく、業務改善が現場主体で⾃発的に起こる⾵⼟を⽬指します。

kintone⼈材育成ロードマップの⽬的設定
現場主体・継続的な業務改善が起きる⾵⼟を⽬指す

事業⽬標

チーム
①

チーム
②

チーム
③

個⼈A

個⼈F

個⼈B 個⼈C

個⼈G 個⼈H

個⼈D 個⼈E

個⼈I

事業⽬標に必要
なチーム構成

チームに必要な
個⼈・スキル

全社

導⼊対象
チームA

導⼊対象
チームC

導⼊対象
チームD

導⼊対象
チームB

• まずはkintoneで構築した業務システ
ムの効率的な利⽤を⽬指し、導⼊対
象チームに最低限のITリテラシーを
⾝に着けてもらう。

• kintone⼈材育成のゴールとして全員
⼀律に「kintoneアプリ開発ができる
レベル」を⽬指すのではなく、チー
ム・個⼈のスキルのバラツキを許容
する。

• 経営者やIT部⾨だけが集中的に業務
改善の計画を⽴てるのではなく、現
場の業務メンバーが⾃発的に業務改
善を実施できるような⾵⼟を⽬指す。

• ⾃発的に業務改善を実施できるメン
バーが増えることで、業務改善の範
囲が広がり、それに伴いkintoneスキ
ルの底上げになる。その結果として
継続的な業務改善がにつながる。

最低限
基礎

アプリ
開発

未経験

ki
nt

on
eス

キ
ル

レ
ベ

ル



② 学習ルートマップ

Lv.1

Lv.2

Lv.3

Lv.4

kintone
未経験者

• はじめての⽅向けkintone
紹介セミナー

• kintoneのスタートガイド
セミナー (1)概要理解編

• kintone 便利に使おうガイ
ドブック

• 初⼼者向け kintone 操作体
験セミナー

• 動画でキントーンを学ぶ︕
kintone Seminar on 
Demand

• kintone 便利に使おう講座
• kintone認定アソシエイト

対策テキスト
• kintone認定アソシエイト

対策 YouTube動画
• kintoneスタートガイドセ

ミナー
(2)業務分析編
(3)アプリ実装編

• kintone SIGNPOST(キン
トーンサインポスト)

※2023年11⽉時点の情報

• e-learningやPDFなどの
コンテンツで学習のハー
ドルを低くする。

• kintoneに慣れてもらう
ことを第⼀⽬標に。

kintoneスキルレベルを参考に学習⽬標を設定し、ステップバイステップで学ぶことができます。

学習の⽀援施策、学習
機会提供、など

レベルアップするための学習コン
テンツ、セミナーなど

• アプリ編集機能によって
⾃分たちがより便利に使
えることを伝える。

• kintone業務システムは
柔軟に変更できることを
知ってもらう。

• 本⼈の業務改善への興味
ややる気を汲んで業務改
善の伴⾛⽀援する。

• 実践の中でアプリ開発や
改修を繰り返す。

• 部署をまたがる業務改善
のプロジェクトに参画し
てもらう。

• 他者のkintoneアプリの
レビューをしてもらい経
験を深める。



参考︓Lv.別 学習コンテンツ・セミナー⼀覧 ※2023年11⽉時点

※2023年11⽉時点の情報であり、名称やコンテンツの内容は変更になる場合があります。

対象者イメージ コンテンツ名 提供形態 リンク

kintone未経験者 
〜 Lv.1

はじめての⽅向けkintone紹介セミナー オンライン https://kintone.cybozu.co.jp/jp/syusai_seminar/

kintone スタートガイドセミナー
(ステップ1:概要理解編)

オンライン https://kintone.cybozu.co.jp/support/arukikata/k
intone-startguide-seminar/ 

Lv.1 〜 Lv.2 kintone 便利に使おうガイドブック PDF・冊⼦ https://kintone.cybozu.co.jp/material/#guideboo
k

初⼼者向け kintone 操作体験セミナー オンラインハンズオン https://page.cybozu.co.jp/-/regional-kintone/ 

動画でキントーンを学ぶ︕kintone Seminar on 
Demand

YouTube動画 https://youtube.com/playlist?list=PL7Mp3Q45NK
A8887BVn0Jke6asY3hao_FE&si=9VcdWVQEyPGl
hh85 

Lv.2 〜 Lv.3 kintone 便利に使おう講座 オンラインハンズオン https://page.cybozu.co.jp/-/cy-handson-k/

kintone認定 アソシエイト 試験対策テキスト 書籍(紙・電⼦) https://cybozu.co.jp/kintone-
certification/training/

kintone認定アソシエイト試験対策動画 YouTube動画 https://www.youtube.com/playlist?list=PL7Mp3Q
45NKA8rooYeagsOZUp6eWG0LdVb

kintone スタートガイドセミナー
(ステップ2:業務分析編・ステップ3:アプリ実装
編)

オンライン https://kintone.cybozu.co.jp/support/arukikata/k
intone-startguide-seminar/

Lv.3 〜 Lv.4 kintone SIGNPOST(キントーンサインポスト) Webサイト・冊⼦・
カード

https://kintone.cybozu.co.jp/kintone-signpost/ 

https://kintone.cybozu.co.jp/jp/syusai_seminar/
https://kintone.cybozu.co.jp/support/arukikata/kintone-startguide-seminar/
https://kintone.cybozu.co.jp/support/arukikata/kintone-startguide-seminar/
https://kintone.cybozu.co.jp/material/
https://kintone.cybozu.co.jp/material/
https://page.cybozu.co.jp/-/regional-kintone/
https://youtube.com/playlist?list=PL7Mp3Q45NKA8887BVn0Jke6asY3hao_FE&si=9VcdWVQEyPGlhh85
https://youtube.com/playlist?list=PL7Mp3Q45NKA8887BVn0Jke6asY3hao_FE&si=9VcdWVQEyPGlhh85
https://youtube.com/playlist?list=PL7Mp3Q45NKA8887BVn0Jke6asY3hao_FE&si=9VcdWVQEyPGlhh85
https://page.cybozu.co.jp/-/cy-handson-k/
https://cybozu.co.jp/kintone-certification/training/
https://cybozu.co.jp/kintone-certification/training/
https://www.youtube.com/playlist?list=PL7Mp3Q45NKA8rooYeagsOZUp6eWG0LdVb
https://www.youtube.com/playlist?list=PL7Mp3Q45NKA8rooYeagsOZUp6eWG0LdVb
https://kintone.cybozu.co.jp/support/arukikata/kintone-startguide-seminar/
https://kintone.cybozu.co.jp/support/arukikata/kintone-startguide-seminar/
https://kintone.cybozu.co.jp/kintone-signpost/


kintoneスキルレベル定義とそれに合わせたコンテンツを提供することで、無理のないkintone学習機会を
提供できます。個⼈の業務状況・スキルを考慮して計画を⽴てることが重要です。

まずはLv.1
誰にでも新しいツールを学ぶ
ハードルは存在する。いきなり
「kintoneのプロ」を⽬指すの
ではなく、kintoneで構築した
業務システムをより効率的に使
うための学習と位置づけ、まず
はLv.1を⽬指す。

タイミングを図る
現業が忙しい状況で無理やり
kintoneスキルを⾝に着けよう
と学習するのではなく、上司と
相談したり、メンバーと業務の
タイミングを合わせる。Lv.3以
上に応じて実務の中で学ぶこと
を意識する。

無理をしない
いきなりLv.4を⽬指すのではな
く、Lv.1から順番に学習する。
kintoneの概要や制限事項、特
徴を知らずにkintoneで業務シ
ステムを構築しても、⾮効率な
kintoneアプリになってしまう
可能性がある。

② 学習ルートマップのポイント



kintoneスキルレベルごとの「できること」の詳細は、⾃社のkintoneガバナンスや社員リテラシーに応じ
て調整することができます。

② 学習ルートマップ(kintoneスキルレベル詳細)

業務に合わせてアクセス権や
プロセス管理の設計をすることができる

スペースへの投稿・検索ができる

⼿順に従ってアプリに項⽬を追加するこ
とができる

⼿順に従ってアクセス権・
プロセス管理の設定ができる

kintoneへのログイン・
通知の確認ができる

レコードの追加・編集、
⼀覧の確認ができる

レコードコメントやメンションが使える

ルックアップ・関連レコードなどの
アプリ間連携機能を理解している

ルックアップ・関連レコードなどの
アプリ間連携を設定できる

⽀援を受けながら、業務改善のためのア
プリを構築することができる

フィールドの特性を理解
使い分けることができる

業務に合わせてスペースを作成し
設定することができる

複数部署にまたがるアプリを
構築することができる

他の⼈が作ったアプリを
レビューすることができる

アプリ作成ルールや社内のガバナンス
ルールを理解し遵守することができる

業務要件からカスタマイズ開発の
要否を判断することができる

kintone SIGNPOSTを理解した
kintone業務改善を進めることができる

スキルレベル

Lv.1 ユーザーとしてkintoneを利⽤で
きる

Lv.2
kintoneのアプリ管理や設定⽅法
などを理解して、ルールに沿って
アプリの変更ができる

Lv.3 ⼀定の⽀援の中でkintoneアプリ
の開発や改修をすることができる

Lv.4
kintoneの活⽤範囲を広げるため、
業務システムを開発することがで
きる

概要

業務改善できそうなポイントに
気づくことができる

⼿順に従って連携サービスや
プラグインの設定ができる

社内メンバーを育成し、
伴⾛⽀援することができる

外部サービスや連携サービスを活⽤して
kintone外とのデータ連携を検討できる

できること詳細の⼀例



kintoneスキルレベル Lv.3からは実践の中で学習を進めます。実際の業務で使う業務システムを対象とし、
社内のkintone経験者が伴⾛⽀援することで安全に実施できます。

③ 実践と伴⾛

実際の業務に
おける業務改善
伴⾛⽀援を受けながら実
際の業務で使える

kintone業務システムを
構築し、その実践の中で

学習していく

Lv.2
ルールに沿って

アプリの変更ができる

Lv.3
kintoneアプリを

改修することができる

Lv.4
業務システムを

開発することができる

⾃分の周辺業務の
業務知識

kintone経験を元にした
伴⾛⽀援

社内のkintone経験者

kintone学習者



③ 実践と伴⾛のポイント

kintoneスキルレベル Lv.3の⼈には業務改善の実践の機会を提供しその中で学習をしてもらいます。
その際、社内の経験者が伴⾛しながら業務改善を進めらるように⽀援することが重要です。

実践の中で学ぶ
いくらkintoneの知識に詳しく
なったとしても業務改善に寄与
しなければ宝の持ち腐れである。
現場で起きている業務課題を解
決するために、実際にkintone
アプリを開発・リリースしなが
ら継続的に学び⾃信をつける。

伴⾛で安全に
kintoneは様々な業務データを
⼊⼒・管理することができる
ツールである。しかしちょっと
した設定のミスでデータ消失や
データ漏洩に繋がる可能性があ
る。経験者の伴⾛⽀援で安全に
kintone業務改善を広げる。

「タネ」に気づく
kintoneを使った実践的なアプ
リ開発では「kintoneスキル」
と「業務改善のタネに気づく能
⼒」の獲得が必要である。今後
⾃分⾃⾝でkintone業務改善を
広げるためにはkintoneスキル
のみならず業務改善視点が重要
になる。



kintone⼈材育成ロードマップは、最初から詳細に計画するのではなくまずはLv.1を⽬指し、その結果と
して⾃律的に業務改善できる⼈が⽴ち上がるための⼟壌をつくります。

kintone⼈材育成ロードマップ作成と活⽤

ステップ ゴールイメージ 関係者・対象者

kintone⼈材育成の
対象者を把握する①⽬的設定

最低限のkintoneスキル
を⾝につけてもらう

②学習ルート
マップ

⾃発的な⼈を
⽀援・育成する③実践と伴⾛

• DX推進責任者
• 業務改善チームのマネー
ジャー

• 対象業務のマネージャー

• 対象業務のkintoneユー
ザー

• 対象業務のマネージャー
• 業務改善チーム

• ⾃発的にスキルを⾼めた
いメンバー

• メンバーのマネージャー
• 業務改善チーム

• kintone⼈材育成のロードマップ作成と社内の
合意形成

• kintone学習に関して、対象業務のマネー
ジャーとの認識共有

• 対象業務のkintoneユーザーへのkintoneアプリ
の利⽤⽅法レクチャー

• kintone学習コンテンツの提供
• 学習達成度の⾒える化

• 社内kintone勉強会・社内事例の共有会(有志メ
ンバー・指名メンバー)

• 保有スキルの⾒える化・相談窓⼝の設置
• 業務改善チームによる、メンバーへの伴⾛⽀援

施策



強制的なスキルアップや⼀律の⽬標設定はせずに、メンバーの⾃律性を⽀援し学習達成度を⾒える化しま
しょう。またスキルレベルは社内の状況に応じて調整することができます。

kintone⼈材育成ロードマップ作成と活⽤のポイント

底上げのイメージ
kintone⼈材育成において、⾃
発的・継続的に業務改善プロ
ジェクトが⽴ち上がるようにす
るには現場ユーザーの主体性が
重要。そのためには社員全員の
kintoneスキルを底上げするイ
メージがポイントである。

達成度の⾒える化
学習ルートマップによって個⼈
がkintoneを学習する順番やコ
ンテンツが明らかになった。そ
の結果、誰がどのレベルかをア
プリなどで⾒える化し、学習モ
チベーションの維持、困った時
に相談先が分かるようにする。

Lv.のカスタマイズ
この資料で提⽰したkintoneス
キルレベルは標準形であり絶対
的なものではない。⾃社のガバ
ナンスルールに則り、権限や利
⽤範囲などスキルレベルをカス
タマイズして社内に展開するこ
とがポイントである。



現場チーム

まとめ
kintone⼈材育成ロードマップを活⽤し、効率的なkintone学習の機会を提供し、伴⾛によって⾃発的な
業務改善を⽀援することが重要です。

導⼊対象チームA

導⼊対象チームB

勉強会
(kintoneの勉強会)

業務改善チーム
(kintoneなどを活⽤し、
業務改善を推進するチーム)

最低限の知識

最低限の知識

実践と伴⾛

マネージャー

メンバー マネージャー

メンバー

マネージャー

メンバー

さらにステップアップ

学習ルートマップの策定

学びと実践を繰り返す

kintone⼈材育成ロードマップ

社内勉強会・
実践と伴⾛

⾃学習の
機会を提供

社外のプロ・教育担当
(kintoneのプロとして、構築や
伴⾛⽀援・教育などを担う)

プロの⼒を
借りることも重要




